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１ 管理業務の実施体制 
 

（１）基本理念 

次の理念のもとに事業を実施しました。 

「障害者が自立した生活を送れるよう生活安定のための更生相談、機能訓練、社会参加の促進等、

障害者の主体性、自立性の確立への支援をします。また、障害者福祉の推進のため、地域社会におい

ての活動を行っている障害者団体との連携、協力を図るとともに、その活動を支援します。」 

 

（２）事業名 

  「身体障害者福祉法」第３１条に基づく身体障害者福祉センター（Ｂ型）として、「千葉市ハーモ

ニープラザ設置管理条例（平成 11 年千葉市条例第 33 号）」に基づき、千葉市障害者福祉センター運

営事業を実施しました。 

 

（３）組 織 図 

所 長 

（１） 

 顧問（医師） 

（１） 

 
〔嘱託〕 

                                   医 師 

（４）  

      

 

 

 

 

主任指導員 

（１） 

 

 

主任主事 

（１） 

 主任理学療法士 

（１） 

 

 

主任作業療法士 

（１） 

 

 

          

 

〔嘱託〕    

 
    〔派遣〕 

 言語聴覚士 

（１） 

事務員 

（５） 

 指導員補助 

（２） 

 看護師 

（２） 

 監視員 

（１） 

 視覚障害者生活 

指導員（１） 

     ※ 下線は非常勤職員 

 

（４）職務分掌 

職 名 事     務     分     掌 配置場所 

所 長 ・ センターの運営に関する統括 事務室 

主任指導員 

 

・ 障害者に関する各種の相談受付業務に関すること 

・ 更生相談事業に関すること 

・ ケース会議に関すること 

・ 障害者福祉講座（スポーツ系・創作系）に関する企画、立案、運

営に関すること 

・ ハーモニープラザフェスタに関すること 

・ 社会適応訓練事業（視覚障害者生活指導）に関すること 

・ 福祉サービスに係る苦情等に関すること 

・ 実習受入委員会に関すること 

・ 障害者相談センター及び各種団体等との連絡・調整に関すること 

事務室 
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職 名 事     務     分     掌 配置場所 

主任主事 ・ センターの庶務に関すること 

・ 予算、決算及び経理に関すること 

・ 固定資産物品、備品消耗品の出納及び保管に関すること 

・ 施設の維持管理及び営繕に関すること 

・ 非常勤職員等の雇用及び賃金、報酬に関すること 

・ 文書の収発事務及び文書収発簿の管理に関すること 

・ 職員の福利厚生及び労務災害補償に関すること 

・ 職員研修の企画及び実施に関すること 

・ 監査事務に関すること 

・ 事故報告及び対応に関すること 

・ センター及び事業の広報（ホームページ等）に関すること 

・ 施設貸出事業に関すること 

・ 各種統計に関すること 

・ 職員会議、全体会議に関すること 

・ 実習受入委員会の庶務に関すること 

・ 福祉センター利用者懇談会の庶務に関すること 

・ 掲示物等に関すること 

・ 関係機関との連絡・調整に関すること 

・ 水浴訓練室管理に関すること 

・ 他の所掌に属さないこと 

・ 広報紙発行に関すること 

事務室 

主任理学療法士 

 

 

・ 障害者等に対する理学療法に関すること 

・ 実習受け入れに関すること 

・ 水浴訓練室に関すること 

・ 社会適応訓練事業に関すること 

・ 障害者等住宅改造相談に関すること 

・ 福祉機器展示コーナーの運営に関すること 

・ 職員研修の企画及び実施に関すること 

・ 広報紙発行に関すること 

機能訓練室 

 

 

 

主任作業療法士 

 

 

 

・ 障害者等に対する作業療法に関すること 

・ 実習受け入れに関すること 

・ 社会適応訓練事業に関すること 

・ 障害者等住宅改造相談事業に関すること 

・ ハ－モニ－プラザフェスタ(夏冬)ウインタ－フェスティバルに

関すること 

・ 福祉機器展示コーナーの運営に関すること 

・ 広報紙発行に関すること 

作業訓練室 

 

 

 

 

言語聴覚士 

 

 

・ 障害者等に対する言語聴覚療法に関すること 

・ 障害者に対し専門的な立場からの評価、助言、指導に関すること 

・ 言語聴覚療法にかかる器械、器具等（赤外線補聴システム、磁気

ループシステムを含む。）の維持・管理に関すること 

・ その他施設の円滑な運営に関すること 

言語訓練室 

聴力検査室 

看 護 師 

 

・ 相談面接に関すること 

・ 医師との面談の補助に関すること 

・ スポーツ講座、水浴訓練室等利用者の健康管理に関すること 

・ 施設内及びプラザ内の負傷者、急病者の応急手当に関すること 

・ その他施設の円滑な運営に関すること 

事務室 

 

 

 

 

指導員補助 

 

・ 障害者福祉講座の運営に関すること 

・ 作品展等の出展作品の取りまとめ及び搬入搬出に関すること 

・ その他施設の円滑な運営に関すること 

会議室 

多目的 

ホール 
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職 名 事     務     分     掌 配置場所 

事 務 員 

 

・ 施設の開所・閉所（開錠・施錠）に関すること 

・ 来所者、問合せ電話への対応に関すること 

・ 施設貸出に関すること 

・ 待合所及び掲示物、配布物等の維持管理に関すること 

・ 福祉機器展示コーナー維持管理及び説明に関すること 

・ 統計、資料作成、郵便物など事務補助に関すること 

・ ホームページに関すること 

・ その他施設の円滑な運営に関すること 

事務室 

 

 

 

 

 

 

 

監 視 員 ・ 水浴訓練事業運営に関すること 

・ 水中運動講座に関すること 

・ 水浴訓練室の維持管理に関すること 

・ その他施設の円滑な運営に関すること 

水浴訓練室 

 

 

 

 

（５）勤務体制 

 

常勤職員  ８：４５   １２：００ １３：００       １７：３０  

     

    

勤      休         勤      

務      憩         務       

時       時           時       

間        間           間       

 

非常勤職員 午前８時４５分から午後９時のうち７時間以内（職種により異なる） 

 

（６）会議 

名  称 
回

数 
開 催 日 主な議題 

施設運営会議 12 
4/28・5/26・6/23・7/28・8/25・9/22・

10/23・11/24･12/22･1/26･2/2･3/30 

・施設運営報告及び予定 

・課題の報告及び共有 

・施設運営に係る指示・連絡・調整 

職員会議 12 
4/7・5/12・6/3・7/5・8/9・9/6・10/4・

11/4・12/1・1/5・2/2・3/3 

・事業・行事等の調整及び内容につい

て 

全体会議 1 4/7 
・事業・行事等について、新型コロナ

ウィルス感染症対応 

ケース会議 12 
4/22・5/27・6/24・7/21・8/25・9/16・

10/27・11/24・12/22・1/26・2/24・3/24 

・医師との面談結果報告、利用者状況

情報交換 

リスクマネジメント会

議 
12 

4/7・5/12・6/3・7/5・8/9・9/6・10/4・

11/4・12/1・1/5・2/2・3/3 

・事故やヒヤリハット事例を検討し再

発防止策に努め、事業の改善を行っ

た。 

利用者の声検討会議 12 
4/7・5/12・6/3・7/5・8/9・9/6・10/4・

11/4・12/1・1/5・2/2・3/3 

・窓口や電話での利用者の意見・要望に 

ついて検討し、サービスの向上を図る 

実習受け入れ委員会 1 4/7 
・実習受入の調整及び実施に伴う課題

等の検討 

研修計画会議 1 4/7 
・施設外研修、施設内研修の年間計画 

及び研修内容の検討 

身体障害者福祉センタ

ー連携会議 
1 7/7 

・施設間の行事協力について 

・事業計画、運営方針について 
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専門職会議 

理学療法士 

 

作業療法士 

 

指導員 

 

 

4 

 

5 

 

3 

 

 

5/24・9/27・1/24・2/28 

 

5/24・7/13・10/5・1/18・3/15 

 

5/26・8/31・2/15 
 

・会議テーマについて 

・役割、専門性について 

・実習受入について 

・新任者研修について 

・症例検討 

・ケース紹介及びケース検討 

事務連絡会議 12 
4/19・5/19・6/17・7/19・8/17・9/16・

10/19・11/17・12/20･1/18・2/20･3/16 

・指定管理に伴う各種手続きについて 

・事務・経理伝達事項等 

 

（７）研修 

  支援技術向上・職員の意思統一を図り、諸制度の知識及び情報を共有し実践に役立てました。 

 

 ア 職場内研修 

     参加した施設外研修の報告を行い、情報の共有化を図りました。 

 

 イ 外部研修 

    各研修会に積極的に参加し、常に新しい知識・情報の共有を図りました。 

    【主な研修】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）危機管理  

様々な災害や事故に対処できるように危機管理計画を作成し、特に事故対応マニュアルは施設内に

掲示し、日々の安全管理に努めました。 

   

ア 防災訓練実績 

 

 

 

 

 

 

  イ 事故報告    

 

 

 

内     容 実 施 月 参加者 

ﾌﾚｲﾙ･ｻﾙｺﾍﾟﾆｱに対する運動療法 8月 理学療法士 1名 

情報発信力強化セミナー 8月 事務員 1名 

日本作業療法学会 9月 作業療法士 1名 

個人情報の取り扱いについて 1月 事務員 2名 

相談支援従事者現認者研修 11･12･1月 指導員 1名 

指定管理者研修 2月 事務員 1名 

環境調整スキル(住環境) 2月 理学療法士 1名 

福祉用具選定セラピストの約束割と必要スキル 2月 理学療法士 1名 

アップガード運用研修 2月 管理者 1名 

障害児者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援基礎研修 3月 指導員補助 1名 

事業継続計画研修 3月 管理者 1名 

管理職研修(e-ラーニング研修) 計約 11時間 管理職 1名 

実施月 内  容 

12月 
・ハ－モニ－プラザ第 1回共同防災訓練  

・福祉センター地震に伴う火災想定総合防災訓練 

2月 ・水浴訓練室救急訓練 プール使用者緊急救命訓練 

3月 ・ハ－モニ－プラザ第２回共同防災訓練 起震車体験 

月 内  容 

4月 ・多目的ホール扉手指挟み傷害(骨折) 
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（９）苦情解決 

   苦情受付はありませんでした。 

 

（１０）個人情報保護 

    個人情報保護法や千葉市個人情報保護条例に沿って「個人情報に関する基本方針」をホームペ

ージや施設内に掲示するとともに、これらを遵守しました。 

 

  ア 個人情報管理等 

・個人情報は施錠できる書庫に格納し、カギの管理を徹底しました。 

・個人情報の持ち出しを原則禁止しました。やむを得ず持ち出しする場合は所長の許可を受け、

持ち出す情報内容・保護方法等の厳しいチェックを行いました。 

   ・職員に個人情報に関する研修を実施するとともに、委託業者やボランティア、実習生を含む個

人情報に触れる機会のある全スタッフに対して「個人情報に関する誓約書」の提出を義務づけ

ました。 

 

  イ 特定個人情報への取り組み 

    特定個人情報を取り扱う事務の範囲やセキュリティ等特定個人情報取扱規程に基づき適正か

つ厳重に取り扱いました。 

 

（１１）施設の社会化 

  

ア 実習受入 

各専門職の育成に資することを目的として実習受入を企画しました。 

   

イ 職場体験受入 

   中学校の職場体験を受け入れ、障害者の理解を促すとともに、当センターの広報を行いました。 

     

ウ 施設見学 

近隣小・中学校、特別支援学校、大学など団体による見学を始め、個人見学者も受け入れまし

た。 

 

  エ 地域自治会連携 

    周辺地域自治会に協力し、行事等の支援を行いました。 

    ・地域防災訓練     ※他事業中止 

   

オ ボランティア 

    ボランティアセンター等関係機関と連携しボランティアの受入れを行いました。また、ボラン

ティア活動を通じて、障害者との交流や障害に対する理解を促しました。 

   ・福祉講座 ・社会適応訓練 

・ハーモニープラザフェスティバル、フェスタ 

・スポーツ交流会       
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（１２）関係機関との連携 

  

 ア ハーモニープラザ内施設との連携 

    ハーモニープラザ内施設の連携として、各種委員会（研修委員会、地域交流委員会、モニタリ

ング委員会、広報委員会、リスクマネジメント委員会）を通じてハーモニープラザの管理運営に

参加しました。 

 

  イ ふれあいの家との連携 

    定期的に連携会議を開催し、情報共有、課題対応、共同事業の検討を行いました。 

 

  ウ 障害者相談センターとの連携 

    休館日の福祉機器展示コーナー職員対応や言語訓練室・聴力検査室の利用、また、利用者に関

する情報交換などにおいて、ハーモニープラザ内福祉施設として障害者相談センターと連携を図

りました。 

 

  エ 他施設との連携 

    法人内他施設や障害者相談支援事業所、各区保健センター等と相互に利用者情報や事業内容な

どについて情報提供を行い、利用者ニーズに応えられるよう連携を図りました。 

 

  オ 千葉市障害者社会参加推進センターとの連携 

    障害者社会参加推進協議会委嘱により、所属職員が同協議会委員として障害者の社会参加推進

に寄与しました。 

   

  カ パラスポーツ推進関係機関との連携 

    障害者のスポーツ活動への参加促進を図るため、情報共有や課題解決に向けた具体的な取組み

について検討する 「パラスポーツ推進関係者会議」(4/27･7/28･11/18･2/9 全 4回)に出席し連

携を図りました。 
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２ 管理業務の実施 
（１）目的 

身体障害者の各種相談・講座・機能訓練等、社会との交流の促進及びスポーツ、レクリエーション

のための機会や施設を提供し、障害者の福祉の増進を図る。 

 

（２）方針 

  次の方針を遵守し事業実施に努めました。 

ア 障害者の主体性及び自立性の確立に向け、障害者の様々な相談に応じるとともに、意見・要望

を把握して支援を行うものとします。 

イ 障害者の社会参加に向け、実施事業の内容の充実に努めるものとします。 

ウ 医療・保健その他障害福祉に関連する機関等と積極的に連携し、保健福祉サービスの提供に努

めるものとします。 

エ 地域社会において活動を行っている障害者団体等との連携、協力を図るとともに、その活動の

支援を行うものとします。 

 

（３）事業内容 

 ア 各種相談事業 

    各種の相談（生活・訓練、健康）を予約制で実施し、適切な助言・支援を行いました。 

  
新規 生活 健康 窓口・電話 

延人数 

医師との面

談 
計 

(人) 
延人数 延人数 延人数 延人数 

(人) (人) (人) (人) (人) 

４月 0 11 318 14 0 343 

５月 0 10 261 15 0 286 

６月 1 19 311 14 0 345 

７月 0 31 275 19 0 325 

８月 0 18 25 12 0 55 

９月 0 22 289 19 0 330 

１０月 1 15 276 17 0 309 

１１月 2 13 275 27 1 318 

１２月 0 15 265 10 1 291 

１月 0 11 248 15 0 274 

２月 0 17 176 25 0 218 

３月 0 24 73 21 0 118 

計 4 206 2,792 208 2 3,212 
前年度 
計 

5 168 2,674 155 22 3,024 
7  

（ア）相談   

障害のある方やその家族等が地域で安心して快適な生活ができるように、①生活全般につい

ての相談、②障害福祉、介護サービス利用についての情報提供や助言、③専門機関の情報提供、

④障害者福祉センターの利用に向けての相談などを行いました。 

 

  （イ）医師との面談 

     主に機能訓練事業に向けての面談として、神経内科、整形外科、耳鼻科の医師が行いました。 

     眼科医による個別相談も行いました。 
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 イ 機能訓練事業 

    身体に障害がある方に対して、身体機能の維持、改善及び日常生活動作訓練、言語訓練等を行

いました。 

 

 

  

  理学療法 作業療法 言語・聴覚療

法 

視覚訓練 計    
 

 

4 月 12 1 8 2 23 

5 月 10 4 12 1 27 

6 月 14 4 12 1 31 

7 月 9 3 11 1 24 

8 月 11 2 6 0 19 

9 月 10 5 15 0 30 

10 月 9 4 13 0 26 

11 月 12 3 17 2 34 

12 月 9 5 14 0 28 

1 月 10 7 8 2 27 

2 月 9 1 12 1 23 

3 月 10 4 16 0 30 

計 125 43 144 10 322 

前年度 計 115 37 120 11 283 

     

（ア）個別訓練 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・視覚障害者生活支援員が、ご本人・ご家族のニーズ

に合わせた家庭や住み慣れた環境の中で安定した生活が送れるように支援しました。 

 

（イ）グループ訓練 

グループ活動を通して、当事者や家族同士のコミュニケーション、日常の生活の困難さや思

い、生活上の情報などの共有、交流を図りました。 

   ST     「STミニグループ」              計２９回 延べ６０人参加 

 OT・ST 共同  「失語症の仲間とのおしゃべり会」 計８回   延べ２０名参加   

 

（ウ）PTアクア(水浴訓練) 

      水中でのストレッチ・歩行・簡単なレクリエーション等を行いました。自身で身体機能維持

を図れるように支援し、水浴訓練室利用福祉講座、個人利用に繋げていきました。 

      

   （エ）家族支援 

       グループ訓練に家族も参加し交流の中で助言等のサポートを行いました。  

 

ウ 社会適応訓練事業 

 

（ア）バス旅行 

     日頃なかなか外出できない障害者に様々な社会体験が経験できるよう、福祉バス（たいよう

号）を利用した施設外での見学会を企画しました。 ※中止 

      

（イ）勉強会・教室 

     社会活動への参加や適応の援助を目的に体操、住宅改修勉強会を実施しました。 

内 容 開 催 日 人数(人) 

リハビリ体操 8月 5日 11 

フラワーアレンジメント 11月 1日 10 

住宅改修相談勉強会 2月 21日 3 

計 24 
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エ スポーツ・レクリエーション、創作的活動事業 

  体力増強・文化教養向上・仲間づくり等を目的とした各種講座やレクリエーション事業等を開

催しました。 

 

（ア）障害者福祉講座 

通年講座としてスポーツ・レクリエーション講座を 10 種 11 講座、創作・教養講座を 9 種 11

講座企画しました。 

  ※規模縮小(人数制限等)して実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）各種スポーツ交流会 

・グラウンドゴルフ・卓球等交流大会  

  障害者のレクリエーションを目的とした交流大会を企画開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講座名 予定回数  実施回数 延人数 備考 

 卓球(ラージボール)入門 18 9×2 142 2班編成 

 硬式テニス入門 18 9×2 85 2班編成 

ス
ポ
ー
ツ 

ダンス deリフレッシュ 9 9 56  

アーチェリー入門 9 9 49  

ピラティス 9 9 82  

女性のためのハワイアンフ

ラ 
9 9 45 

 

 ボッチャを楽しもう 9 9 147  

 ストレッチ体操 9 9 94  

 ダーツ入門 9 9 68  

 水中運動 A 18 9×2 130 2班編成 

 水中運動 B 18 14 32  

 書道 A 18 9×2 65 2班編成 

創 書道 B 18 9×2 85 2班編成 

作 編み物 18 9×2 86 2班編成 

・ はじめてのビーズクラフト＆クロッシェ 18 9×2 49 2班編成 

教 グラスアート 18 9 42  

養 水墨画 18 9×2 85 2班編成 

 鉛筆・色鉛筆デッサン 18 9×2 63 2班編成 

 ハンドベル 9 9 82  

 スマートフォン入門 A 18 9×2 86 2班編成 

 スマートフォン入門 B 18 9×2 85 2班編成 

 楽器 de リズム 9 9 74  

短

期 
アートクラフト 2 2 4 

 

 計 1,736  

 前年度計 1,700  

実施日 大会名 人数（人） 

9月 6日 卓球(ラージボール)交流会 10 

10月 4日 グランドゴルフ交流会 11 

11月 8日 モルック体験会 

 

14 

12月 13日 モルック体験会 

 

10 

計 45 

前年度 計 31 
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・スポ－ツ交流会 

 障害の有無に関わらず参加できるバドミントン・ボッチャ・グラウンドゴルフの体験を通

して地域の人々の交流を図るスポ－ツ交流会を企画しました。 

 ハーモニープラザサマーフェスティバルにてスポーツ車椅子体験を実施しました。 

 

（ウ）フェスティバル・フェスタ 

   障害者と地域住民の理解・交流・レクリエーション・施設の広報を目的として、規模を縮小

しながら夏と秋にイベントを企画しました。 

  ・サマーフェスティバル(プチセレクション) スポーツ車椅子体験会を実施  参加 39名     

    ・ハーモニープラザフェスタ  福祉講座展覧会  2日間         観覧 280名 

           

    (エ）作品展示・発表会 

    自己表現の場を通して、自信とやる気を与えるとともに、文化交流及び障害者の社会参加の

推進のため、身体障害者連合会主催の千葉市障害者作品展へ出展し発表する予定でありました

が、講座回数減少に伴い作品完成に至らない方もおり今年度は作品展出展を断念しました。 

ただしハーモニープラザフェスタにて講座受講者等を対象に創作作品の展示を行い、講座活

動の発表の機会としました。 
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カ 施設貸出事業 

障害者の積極的な社会参加の増進のために、市内在住・在勤の障害者、障害者団体、福祉・ボ

ランティア団体、６０歳以上の方などに施設（多目的ホール、屋外スポーツ広場、サウンドテー

ブルテニス室、会議室）の無料貸出を行いました。 

 

（ア）施設貸出事業 

 

  （イ）施設貸出事業（水浴訓練室を含む） 

  

水浴訓練室 サウンドテー

ブルテニス室 
会議室 

計 

※水浴個人除外 個人 団体 

人数 団体 人数 団体 人数 団体 人数 団体件数 人数 

(人) (件) (人) (件) (人) (件) (人) (件) (人) 

4 月 83 1 9 0 0 4 20 5 29 

5 月 74 3 39 0 0 9 44 12 83 

6 月 98 1 11 0 0 3 14 4 25 

7 月 152 2 28 0 0 3 16 5 44 

8 月 83 2 28 0 0 2 10 4 38 

9 月 117 2 27 0 0 4 23 6 50 

10 月 124 2 25 0 0 6 27 8 52 

11 月 84 1 13 0 0 5 30 6 43 

12 月 115 1 9 0 0 5 22 6 31 

1 月 111 1 11 0 0 4 19 5 30 

2 月 58 0 0 0 0 7 28 7 28 

3 月 126 2 21 1 10 5 39 8 70 

計 1,225 18 
 

221 
 

1 10 57 
 

292 76 523 
前年度計                      859 24 272 0 0 49 251 73 523 

※3/12までサウンドテーブルテニス室利用停止 

水浴訓練室、会議室 利用人数等制限有り（R4.6.10 一部解除及び緩和） 

 

（ウ）活動団体支援 

    障害者が自分達でスポーツや文化的な活動を継続的に楽しむため、障害者福祉講座の受講者や

機能訓練のグループ訓練利用者へ情報提供や助言を行い、自主サークルの立ち上げの支援を行い

ました。 

  

多目的ホール

ル 
屋外スポーツ広場 計 備 考 

団体 延人数 団体 延人数 団体 延人数 

・多目的ホール 
利用人数等制限有り 
（R4.6.10 解除） 

・多目的ホールの主な貸し出し内容 
バドミントントン、卓球、 
ボッチャ、バスケットボール等 
ホールイベント貸出は制限により利用
はほとんど無し 

・屋外スポーツ広場の主な貸し出し内容 
 テニス、アーチェリー、グラウンドゴ
ルフ等           

(件) (人) (件) (人) (件) (人) 

4月 47 
42 

464 27 225 74 689 

5月 42 486 24 200 66 686 

6月 44 480 32 231 76 711 

7月 50 575 26 200 76 775 

8月 28 289 27 199 55 488 

9月 43 443 28 206 71 649 

10月 45 645 25 219 70 864 

11月 41 596 28 199 69 795 

12月 40 499 24 158 64 657 

1月 37 495 22 140 59 635 

2月 45 646 24 167 69 813 

3月 53 601 24 181 77 782 

計 515 6,219 311 2,325 826 8,544 
 

前年度計 448 5,143 
 

339 2,407 787 7,550 
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 キ 障害者等住宅改造相談事業 

障害者や高齢者の住環境改善を考える方に対して、相談や情報提供を行いました。 

(件数 10件 11人) 

 

（ア）訪問相談    

専門知識のある相談員（住まいと福祉の会所属一級建築士）および作業療法士等が住宅を訪問

し、身体状況や家屋状況に応じた提案を行う予定でしたが、今年度は訪問を控え未実施となりま

した。 

 

（イ）情報提供 

障害者やその家族に住環境整備に関する相談等を行い、周知、啓発に努めました。 

 

 ク 福祉機器関連事業 

    障害者、介護者、関連事業従事者等に対して、福祉機器に関する情報提供を行いました。 

 

（ア）福祉機器展示コーナーの管理運営 

千葉県在宅サービス事業者協議会（展示品委託先）と連携を図り、最新の福祉用具（介護保険

や障害者福祉制度の対象商品、健康用品等）の展示及び展示品に関する情報提供（価格、メーカ

ー、取扱事業者紹介）を行いました。 

 展示品だけではなく、カタログ、チラシ等を閲覧用、持ち帰り用に常設しました。 

 

《福祉機器展示コーナー入場者延べ人数》 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

人数(人） 2 4 3 0 2 0 1 8 5 1 0 0 26 

   ※展示コーナー感染症対策で施錠して窓口にて受付後入室対応 

 

（イ）福祉用具展示 

    障害者福祉センター所有の福祉用具をロビーのショーケースに展示し、関連情報の提供を行

いました。 

 

ケ 水浴訓練室利用事業  

  市内在住（小学生以上）・在勤の障害者手帳所持者（個人）や障害者手帳所持者からなる団体

の利用に供し、障害者の体力維持に資するとともに、施設の有効活用を図りました。 

（利用実績：11ページ （イ）施設貸出事業（２）のとおり） 

 

 コ その他 

  （ア）ハーモニープラザ地域交流委員会関連事業 

    社会福祉の増進及び男女共同参画社会の形成の促進を図るため、市民の自主的な活動や交流

の場を提供することを目的として、サマーフェスティバル及びハーモニープラザフェスタを企

画しました。 

 

 （イ）車いす貸出事業 

    障害者等を対象に無料で 2週間を限度とする車いすの貸出を行いました。 

（件数 1件  延べ日数 13日） 

 

（４）健康管理 

   講座や訓練前に利用者の健康状態のチェックを日常的に行い、体調や健康管理に注意を払いまし

た。 

 

（５）家族との連携 

   訓練等を通して、当事者家族間のコミュニケーションを支援し、家族同士のつながりを深めるこ

とで、孤立しがちな家族のこころのサポートを行いました。 
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（６）感染症等対策 

感染症が発生し、又はまん延しないよう定期清掃、点検、害虫駆除、衛生用具の常備を行うとと

もにポスター等で利用者への注意喚起を行いました。水浴訓練室については適正な塩素消毒を行い、

基準を満たした水質を維持しました。 

インフルエンザやノロウィルス等の感染症を防止するのはもとより、新型コロナウィルス感染症

拡大防止のため、ポスター等で利用者への注意喚起を行い、手洗い・マスクの着用を推奨し、各部

屋に手指消毒器を設置し、感染が疑われる方には利用を遠慮いただけるよう促しました。また、市

と協議し各部屋等に利用人数等制限を設け感染症対策に尽力しました。 

 

（７）身体拘束等の禁止及び虐待防止 

利用者の人権擁護、虐待の防止等のため、責任者を設置する等必要な体制の整備を行いました。 

 

（８）広報その他の使用促進 

  ア 障害者福祉センター利用情報ガイドの発行 

   月の予定や講座募集、イベントのご案内等の事業の情報や事業の実施風景を掲載した「障害者

福祉センター利用情報ガイド」を隔月発行し、館内や関係機関へ配布しました。 

   

イ 障害者福祉センターホームページ 

   ホームページを公開し、講座募集、イベントのご案内等、事業の最新情報や事業内容について

わかりやすく情報を発信しました。また、各種届出用紙や利用案内（リーフレット）を掲載、ダ

ウンロード可能にして、利便性にも配慮しました。 

 

ウ パンフレット・ポスターの配布 

   千葉市内の公共機関、福祉施設等にパンフレットや事業案内ポスターを配布しました。 

 

３ 維持管理の実施 
 

（１）設備・備品の保守管理 

安全に使用できるよう多目的ホール舞台関係設備の定期点検、ＡＤＬ室設備の定期点検を行いま

した。備品台帳を作成し、定期的に備品を点検し破損や故障の確認を行いました。 

点検・保守項目 実施月 結

果 

実施事業者 備考 

多目的ホ－ル可動椅子設備保守点検 9月 適 KSS株式会社  

多目的ホ－ル照明設備保守点検 １月 適 (株)松村電機製作所  

ADL設備定期点検 2月 適 酒井医療（株）  

多目的ホ－ル舞台設備保守点検 3月 適 KSS株式会社  

AV 機器点検 3月 適 (有)千葉ﾋﾞﾃﾞｵｻｰﾋﾞｽ  
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４ 利用者アンケート調査の実施方法等 
 

（１）各種アンケート 

講座、社会適応訓練、レクリエーション等の参加者にアンケートを実施し、参加者からの意見聴

取を行いました。 

 

（２）利用者アンケート 

窓口にアンケートボックスを設置し、利用者が意見・要望を日常的に伝えやすい環境を整備しま

した。 

 

（３）利用者満足度アンケート 

  期間中に当センターを利用いただいた全ての方にアンケートを実施し、利用者による障害者福祉

センターの事業内容の管理に対する評価を行いました。アンケートの結果は今後の施設運営の参考

とするとともに館内掲示して、全ての利用者に周知しました。年１回 １月に実施 

  ※アンケート結果 別途添付 

 

（４）利用者懇談会 

  利用者に懇談会委員を委嘱し懇談会を行い、当センターが実施する各種訓練・講座・施設貸出等

の事業に関する意見を伺い、今後の事業運営の参考とする予定でしたが、新型コロナウイルス感染

状況を鑑み個別に委員にヒアリングを行い意見聴取しました。 

 

（５）利用者の声 

   窓口での雑談や電話での問い合わせでのちょっとした要望・意見を職員が聞き取り記録し、毎月、

要望・意見に対する検討を行うことで事業の改善を図りました。 

 

（６）自己評価  

   センター事業運営に関する自己評価を実施し、評価に基づき今後の事業運営の改善を図りました。 

 

５ 管理経費の縮減 
   

経費縮減に努め、常に業務の見直し、効率化を図りました。 

 

（１）人件費について 

常勤職員は最低限度の職員を配置し、そのうえで必要な専門職は非常勤職員や嘱託職員を配置し

ました。 

 職員が担当業務以外のスキルも身につけることにより、円滑な利用者対応を図りました。 

 

（２）事業費支出について 

   ボランティアを積極的に活用し、講師やイベント経費を削減しました。 

 

（３）備品経費について 

ハーモニープラザ内施設や協議会他施設と連携を図って、備品や設備を共用することにより経費

を削減しました。 
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６ 年度の総括（評価） 

 

（１）重点項目とその結果について 

   

ア 重点項目 

利用者のニーズに対応する通年講座を開講します。また、障害者スポーツの普及に努めます。 

   

イ 結果 

    障害者福祉講座における令和 3年度と令和 4年度の比較は次のとおりです。 

    ※新型コロナウィルス感染症の影響により、講座内容により規模縮小等になりました。 

項  目 令和 3年度 令和 4年度 

受講できる講座数 1人 3講座 1人 3講座 

講座数（スポーツ） 通年：11 講座    通年：11 講座    

講座数（創作・教養） 通年：11 講座  短期：1講座 通年：11 講座  短期：1講座 

延べ受講者数 スポーツ：878 人 教養・創作：822 人 スポーツ：930 人 教養・創作：806 人 

利用者満足度アンケート 

（５段階評価） 

実施時間:3.91 充実度:3.73 

利用満足度:4.16 全般:4.31 

実施時間:4.00 充実度:3.86 

利用満足度:4.30 全般:4.41 

 

（２） 考察 

 昨年度に引き続き新型コロナウィルス感染症予防対策に追われた年でした。年度当初は利

用制限等もあり大幅な利用者増は見込めませんでした。(利用延人数、前年度比約 113%)。 

福祉講座はアンケート等で要望のあった 2 講座を新規通年講座として開講。応募者多数の

スマートフォン入門講座も増設する事により利用者ニーズに基づく講座の入れ替えを実施し

た結果、講座において 22人の新規利用者の参加へと繋がりました。 

社会適応訓練はコロナ禍の影響もありバス旅行等の企画は中止となりましたが、勉強会等

は予定通り実施しました。 

また障害者スポーツの普及・啓発活動の継続的な取組みとして、人気が拡大しているモル

ックをスポーツ交流会で実施し好評を得ました。 

満足度アンケートは、昨年度比較で数値が少し上がりました。部分的に利用制限緩和を行

ったことや講座のリニューアル等が影響していると考えられます。 総じて利用満足度は数

多くの利用者より「満足」の意見をほぼいただいており、継続して高評価をいただいており

ます。 

次年度以降も利用者満足度の向上を図り、たくさんの方が安心してご利用していただける

施設運営に尽力してまいります。 

 

（３） 今後の取り組み方針 

幅広い利用者ニーズに対応した事業展開を継続していきます。 

講座では実施に向けた取組みとして、利用者アンケート等による利用者ニーズを把握し、2

講座以上の入れ替えを行います。 

各事業の新規利用者を増やすため、相談事業所や高齢者等の関係各機関まで幅広く広報を

行い、より多くの方に活動の機会を提供できるようにします。 

また、障害者スポーツが衰退することなく継続的に推進していけるように普及・啓発を図

り、スポーツ交流会などのスポーツ・レクリエーション事業において、卓球・ボッチャ等を

実施するとともに、ちばしパラスポーツコンシェルジュ等関係機関と連携をしていきます。 

同好会・サークル等が自主活動しやすい環境整備や入会希望者の紹介等の支援を行います。 

障害者団体、福祉団体等と連携するとともに施設供与等を行います。 

社会資源である当施設は、地域に根付いた福祉施設として、地域の方々との信頼関係を構

築し、交流を深められる事業も実施していきます。 



１　対象者 当センター利用者の方

２　アンケート実施期間 令和５年１月１２日（木）から１月３１日（火）まで

３　アンケート内容 別紙のとおり

４　アンケート結果

（１）アンケート配布数 294 部

（２）アンケート回収数 271 部（回収率 92.2% ）

（３）回答者属性

　①住所別

　②年齢別

　③性別

令和４年度　千葉市障害者福祉センター利用者満足度アンケートの結果報告

中央区
77

28.4%

若葉区
50

18.5%稲毛区
30

11.1%

緑区
28

10.3%

美浜区
28

10.3%

花見川区
13
4.8%

その他
25
9.2%

無回答
20
7.4%

１０代
5

1.8%

２０代
14
5.2%

３０代
11
4.1%

４０代
21
7.7%

５０代
28

10.3%

６０代
43

15.9%

７０代
88

32.5%

８０代以上
43

15.9%

無回答
18
6.6%

男性
111
41.0%

女性
136
50.2%

無回答
24
8.9%



　④障害者手帳別

　⑤利用事業数

（４）回答者事業属性

　①事業別構成比

　②住所別

１事業
191
70.5%

２事業
42

15.5%

３事業
6

2.2%

無回答
32

11.8%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

中央区 若葉区 緑区 稲毛区 花見川区 美浜区 その他 無回答

無回答

その他

各種相談

施設貸出

講座

身体障害

者

149
54.6%

知的障害者

25
9.2%

精神障害者

10
3.7%

手帳なし

71
26.0%

無回答

18
6.6%

講座

107
33.1%

施設貸出

154
47.7%

各種相談

9
2.8%

その他

23
7.1%

無回答

30
9.3%



　③年齢別

　④性別

　⑤障害者手帳別

0

20

40

60

80

100

120

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 無回答

無回答

その他

各種相談

施設貸出

講座

0

20

40

60

80

100

120

140

160

男 女 無回答

無回答

その他

各種相談

施設貸出

講座

0

5

10

15

20

25

30

身体障害者 知的障害者 精神障害者 手帳なし 無回答

無回答

その他

各種相談

施設貸出

講座



（５）事業別利用者評価

回答数

（１）館内掲示・広報紙等により情報が適切に行き届いている 102

（２）都合のよい時間に利用できている 102

（３）利用にあたっての手続きが簡単である 98

（４）利用したいと思う事業（講座・行事など）が行われている 97

（５）利用した事業に満足している 102

（６）職員の印象がよい 105

（７）設備や備品が充実している 102

（８）公共交通機関や車での来館が便利である 104

（９）安全管理が行き届いている 105

（10）清掃が行き届いている 103

紙
７９

窓口
６１

全般的な満足度 104

（１）館内掲示・広報紙等により情報が適切に行き届いている 150

（２）都合のよい時間に利用できている 152

（３）利用にあたっての手続きが簡単である 146

（４）利用したいと思う事業（講座・行事など）が行われている 147

（５）利用した事業に満足している 149

（６）職員の印象がよい 152

（７）設備や備品が充実している 150

（８）公共交通機関や車での来館が便利である 152

（９）安全管理が行き届いている 153

（10）清掃が行き届いている 145

紙
108

窓口
81

全般的な満足度 149

（１）館内掲示・広報紙等により情報が適切に行き届いている 9

（２）都合のよい時間に利用できている 9

（３）利用にあたっての手続きが簡単である 9

（４）利用したいと思う事業（講座・行事など）が行われている 9

（５）利用した事業に満足している 9

（６）職員の印象がよい 9

（７）設備や備品が充実している 9

（８）公共交通機関や車での来館が便利である 9

（９）安全管理が行き届いている 9

（10）清掃が行き届いている 9

紙
6

窓口
4

全般的な満足度 9

アンケート項目 満足度

4.53

4.41

施
設
貸
出

3.93

3.88

3.73

3.67

4.13

4.35

4.19

障
害
者
福
祉
講
座

4.10

4.00

4.03

3.86

4.30

4.67

4.32

3.87

4.40

（11）今後実施するアンケートについて、紙とインターネットの両
方で回答ができる場合、どちらで回答しますか？

（1２）講座や施設貸出等の予約方法について、施設窓口とイン
ターネットの両方で申し込みができる場合、どちらで申し込みを
しますか？

インターネット
２５

インターネット
４０

（11）今後実施するアンケートについて、紙とインターネットの両
方で回答ができる場合、どちらで回答しますか？

4.44

各
種
相
談

3.78

4.11

4.33

3.89

4.33

4.44

4.11

3.67

4.22

（1２）講座や施設貸出等の予約方法について、施設窓口とイン
ターネットの両方で申し込みができる場合、どちらで申し込みを
しますか？

（11）今後実施するアンケートについて、紙とインターネットの両
方で回答ができる場合、どちらで回答しますか？

インターネット
3

（1２）講座や施設貸出等の予約方法について、施設窓口とイン
ターネットの両方で申し込みができる場合、どちらで申し込みを
しますか？

インターネット
4

4.11

3.96

4.26

4.39

4.19

インターネット
34

インターネット
55



回答数

（１）館内掲示・広報紙等により情報が適切に行き届いている 22

（２）都合のよい時間に利用できている 22

（３）利用にあたっての手続きが簡単である 22

（４）利用したいと思う事業（講座・行事など）が行われている 22

（５）利用した事業に満足している 22

（６）職員の印象がよい 22

（７）設備や備品が充実している 22

（８）公共交通機関や車での来館が便利である 22

（９）安全管理が行き届いている 22

（10）清掃が行き届いている 20

紙
13

窓口
9

全般的な満足度 22

※　点数内訳

※　無回答はその項目のみ集計から除く

（６）全体集計

回答数

（１）館内掲示・広報紙等により情報が適切に行き届いている 263

（２）都合のよい時間に利用できている 264

（３）利用にあたっての手続きが簡単である 254

（４）利用したいと思う事業（講座・行事など）が行われている 254

（５）利用した事業に満足している 261

（６）職員の印象がよい 267

（７）設備や備品が充実している 262

（８）公共交通機関や車での来館が便利である 266

（９）安全管理が行き届いている 268

（10）清掃が行き届いている 258

紙
192

窓口
148

全般的な満足度 264

※　点数内訳

※　無回答はその項目のみ集計から除く

アンケート項目 満足度

そ
の
他

3.82

3.68

3.64

3.73

4.14

　とてもそう思う＝５点　そう思う＝４点　どちらでもない＝３点　あまりそう思わない＝２点　そう思わない＝１点

アンケート項目 満足度

4.00

3.92

3.85

4.23

4.05

3.95

4.14

4.30

4.27

（11）今後実施するアンケートについて、紙とインターネットの両
方で回答ができる場合、どちらで回答しますか？

インターネット
7

（1２）講座や施設貸出等の予約方法について、施設窓口とイン
ターネットの両方で申し込みができる場合、どちらで申し込みを
しますか？

インターネット
9

4.45

4.28

　とてもそう思う＝５点　そう思う＝４点　どちらでもない＝３点　あまりそう思わない＝２点　そう思わない＝１点

3.70

4.18

4.47

4.24

3.98

4.34

インターネット
62

インターネット
97

（11）今後実施するアンケートについて、紙とインターネットの両方で回
答ができる場合、どちらで回答しますか？

（1２）講座や施設貸出等の予約方法について、施設窓口とインターネッ
トの両方で申し込みができる場合、どちらで申し込みをしますか？



（７）考察

①アンケート様式について

②回答者の属性について

③満足度集計について

　 6年前から、表現等の細かな修正を除いて、同じ様式を使用しております。

　 原則的に１人１回の回答としておりますが、複数の事業でご利用になっていて、かつ、それぞれ
の事業によって回答内容（満足度）が異なるときは、１人で複数の回答をしていただいてもよいことと
しております。

稲毛１１．１％、緑区１０．３％、美浜区１０．３％などとなっています。

例年、市内の東側在の方が多く、西側の方が少ない傾向があります。

　　住所別にみると、ハーモニープラザのある中央区が２８．４％で最も多く、以下、若葉区１８．５％、

　利用人員を超えて配布しないようにするとともに、他の事業で回答済みの方にはそのチェック欄を
設ける事で、回収数が重複にならないよう算出しております。

　 年齢別にみると、７０歳代が３２．５％、６０歳代と８０歳代がともに１５．９％で、６０～８０歳代で６０％
強を占めており、障害者福祉講座では７０歳代が半数近くを占めます。次いで５０歳代が１０．３％
で、１０～４０歳代は１８．８％となっております。

　 性別では、女性が５０．２％、男性が４１．０％で、女性の方がやや多くなっております。

　 手帳別では、身体障害者手帳所持者が５４．６％で最も多く、療育手帳、精神障害者手帳と続き
ます。例年手帳の無い方が２～３割程度を占めますが、多くは施設貸出利用の高齢者や家族やボ
ランティアの方です。

利用事業数は、１事業のご利用が７０．５％で最も多く、以下、２事業が１５．５％、３事業が２．２％と
なっており、約２割の方が複数の事業をご利用になっています。

　 事業属性をみると、施設貸出が４７．７％で最も多く、障害者福祉講座が３３．１％、各種相談が２．
８％、その他７．１％などとなっています。

　 施設利用に関する事柄を提示し、賛同の程度を答えていただいて、その数値を満足度と解釈し
ました。

　 全体集計においても事業別にみても、全般的な満足度は４点を超えており（５点満点）、高い満
足を得られている方が多い傾向にあります。また、点数の分布は３．６４点から４．６７点の間でした。

　 今後の方策として、構造上、また、制度上、ご意見・ご要望に添うのが難しい事柄もありますが、

ご利用になる方のニーズに耳を傾け、より多くの満足が得られるよう努めてまいります。

　 今回、回答者全体のうち障害者福祉講座・各種相談利用者の満足度が高い傾向にあることが見
受けられました。 満足度の高かった項目としては、「利用した事業に満足している」、「職員の印象
がよい」、「清掃が行き届いている」が各事業に共通して４点以上でした。

　 他方、「利用したい事業（講座・行事など）が行われている」、「公共交通機関や車での来館が便
利である」は各事業に共通して４点未満でした。



（８）自由記入欄について

　 なお、件数は、人数ではなく、ご意見等の数を記載しております。

① 障害者福祉講座についてのご要望 9 件

（ 日時・回数の希望 ６件、習熟度別にして欲しい　２件、希望する講座の設置 １件）

② 新型コロナウイルス感染症対策についてのご要望 6 件

③ 交通についてのご要望・ご不満

（有料送迎バスの運行希望　１件、公共交通機関で来るのが不便　1件） 2 件

④ 広報についてのご要望 2 件

（センターについての情報の取得について　１件、視覚障害者向けの広報について　１件）

⑤ 施設・備品等についてのご要望 1 件

（プールを深くし、プールリハビリ用平行棒を設置して欲しい　１件）

⑥ 職員へのご不満 1 件

（笑顔がない １件）

⑦ その他 1 件

（アンケートの設問について １件）

※ 職員や施設・設備について、また、感謝のお言葉など、肯定的なご意見も、計２４件頂きました。

（内訳） ①満足感を表すお言葉や感謝のお言葉など 9 件

　「満足している」「ありがとうございます」など

②講座について 9 件

 「楽しく受講している」「効果があることを実感している」など

③施設や備品について 4 件

　「管理が行き届いている」「冬もプールが利用できる」など

④職員について 2 件

　「職員が親切」「職員の対応がよい」など

　 アンケートに、回答内容に関して、並びに、ご意見・ご要望について自由記入欄を設けたところ、
多種多様なご意見を頂きました。内容を分類・整理し、主な意見について紹介します。可能なことに
はお応えしていくよう努めてまいります。

（　更衣室を利用したい　２件、出席者の確認を止めてほしい　1件、　　スポーツ吹き矢を再開して
欲しい　　1件、コロナ前と同様の講座数・時間に戻して欲しい　1件、水浴訓練室の脱水機を戻して
欲しい　1件）


